
       

       （建築についてつくづく思うこと） 

 立春の候､春の訪れが待ち遠しい今日この頃､今月は設計課 林が担当させて頂きます｡ 

店頭に並ぶ商品が結果であれば､建築とは結果を買うのではなく､計画と過程と結果を買

います｡だから建築はいつもライブなのです｡あらかじめ計画していてもその時の環境や

考え方､参加する人によって仕上りは変わり得ます｡だからこそﾜｸﾜｸするし､だからこそ

失敗もある｡そして思い通りに仕上がった時の嬉しさと言ったら･･･！ｵｰｹｽﾄﾗといえる

でしょうし､大所帯のバンドでもあるでしょう｡設計図は想いが創り上げ､工事も想いが

創り上げる｡その頂点はお施主様の想いです｡流れ作業と創造的(想像的)作業のライブ｡だ

から建築は常にライブ配信です｡それゆえ商品のばらつきﾘｽｸも存在し､ 

そのﾘｽｸをできるだけ減らすのはﾊｳｽﾒｰｶｰです｡しかし設計の自由度も 

工事の創造性も制限される｡自由な設計と工事の創造性には想いへの 

ﾓﾁﾍﾞｰｼｮﾝと高い技術が要求されます｡私たちは自由度と創造性のため 

に技術を常に磨きお客様の想いにお応えしていきたいと考えています｡ 


